
       

         
                          

 
 

所 在 地  〒870-0026 
                大分市金池町 3 丁目 1 番 75 号 
       電話番号  ０９７－５３２－２６３８        
       ＦＡＸ番号  ０９７－５３２－２６３６ 
       Ｕ Ｒ Ｌ   http://shien.oita-ed.jp/mou/           
       交通機関  JR 大分駅から徒歩 10 分 

大分バス顕徳町バス停下車 1 分          
   

１．設置学科  学級数 （高等部）         ４．学校生活 

 
     

 

 

 

 

２．全校生徒数（高等部） 

科 

本  科 専 攻 科 

普通科 保 健 

理療科 
理療科 

単一障がい 重複障がい 

男子 １ ３ ０ ３ 

女子 １ １ １ ２ 

合計 ２ ４ １ ５ 

３．学校の特色  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科 

高等部本科 専 攻 科 

普通科 保 健 

理療科 
理療科 

単一障がい 重複障がい 

学級数 ２ ２ １ ３ 

対象 中卒対象 高卒以上対象 

《校訓》 健康・自立・感謝 

●学校の歴史 

明治 41年 6 月大分県私立盲唖学校として設立認可。 

昭和 12年 6 月ヘレンケラー女史来校。校庭で講演。 

昭和 23年 4 月大分県立盲学校へ改称（聾学校が分離） 

平成 30年 6 月創立 110 周年を迎えた。 

●教育目標 

個々の見え方等に応じた支援のもと、心身の健康に

留意し、自立に向けて進んで学ぶ意欲と、他者への感

謝の気持ちをもてる幼児児童生徒の育成 

●入学基準 

 次の(1)～(3)に該当する者 

(1)視覚障がいを有する者（次のいずれかに該当） 

・両眼の視力(矯正)がおおむね０.３未満の者 

・視力以外の視機能障がいが高度の者で、文字等の

視覚による認識が困難な者 

(2)視覚障がいに加え、他の障がいを併せ有する者 

(3)知的障がいに加え、視覚障がいを併せ有する者  

専攻科 臨床授業 

高等部 点字学習 

●学習活動  

本校は、幼児から成人までの全く見えない人や見え

にくい人が学習しています。教科書は視力の程度に応

じ、拡大教科書や点字教科書を使用します。一人一人

の視力や能力に合わせ、聴覚や触覚を有効に活用した

教材を多く取り入れ、拡大読書器や点字盤、立体コピ

ー機、３Ｄプリンターなど本校独特の学習機器を使用

して工夫した授業を行っています。自立活動では点字

学習や白杖歩行、買い物学習等の日常生活に必要な学

習をします。また居住地が遠方で通学が困難な人のた

めに寄宿舎を設置しています。 

●特別活動  
幼小・中・高等部の３学部合同で４月には歓迎遠足

を行います。また、隔年で運動会と文化祭を行い、本

年度は会を行います。検校祭や点字競技会など、盲学

校独自の行事もいろいろあり、生徒会活動も盛んで

す。 

●部活動  

視覚障がい者用の特別なルールで行われるフロア

バレーボール部やサウンドテーブルテニス(STT)部

があり、毎年開催される九州大会に出場しています。

また陸上部は大分県障がい者スポーツ大会や視覚障

がい者マラソンなどに参加しています。 

音楽部は、九州地区盲学校音楽大会など、盲学校関

係の音楽大会等に出場しています。 

●卒業後の進路  
普通科 ▶▶▶専攻科への進学や一般就労、通所施設入

所、及び大学への進学も果たしていま

す。これまで、熊本大学、西南学院大学、

筑波技術大学等に進学しています。 

専攻科 ▶▶▶生徒の多くは、あん摩マッサージ指圧

師・はり師・きゅう師の国家試験を受験

して免許を取得し、病院や施術所に勤務

したり、開業したりしています。 

また、筑波大学理療科教員養成施設に進

学し、理療科の教員免許を取得して盲学

校の教員になる生徒もいます。 
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大分県立聾学校 

校訓      努力 友愛 規律 

 

所 在 地  〒870-0026 大分市金池町３丁目１－６０ 

交通機関 ＪＲ大分駅北口 徒歩10分 

電話番号 097-538-6661  ＦＡＸ 097-538-6665 

Ｕ Ｒ Ｌ  http://shien.oita-ed.jp/rou/ 

 

 1  高等部設置学科・各学年別在籍数 

 

 2 全校幼児児童生徒数 

 学 部 男子 女子 合計 

 幼稚部 2 4 6 

 小学部 5 1 6 

 中学部 0 3 3 

 高等部 0 2 2 

合 計 7 10 17 

※寄宿舎生   男0  女3  計3名 

 

 3  学校の特色 

【学校の歴史】 

  本校は明治41年に私立盲唖学校として設立され、 

昭和23年に大分県立聾学校となるとともに高等部が

発足し、昭和33年には専攻科も設置されました。令

和４年度より、金池町の新校舎へと移転しました。今

年で創立116周年を迎えました。 

【教育目標】 

聴覚に障がいのある幼児児童生徒一人一人の教

育的ニーズに応じて、学部間の連携により一貫した

教育を行うことにより、確かな学力と豊かなコミュ

ニケーション力の向上を図り、様々な人々と関わり

ながら社会参加していく態度・習慣を養います。 

【今年度重点目標】 

・安全・安心で信頼される学校づくり 

 （いのちを大切にし、子どもたちのニーズに応える

教育の充実） 

・大分聾スタンダードに基づく分かる授業の徹底 

 （主体的・対話的で深い学びの実現） 

・職業に誇りを持ち、笑顔で勤務できる職場づくり 

  （働き方改革の推進） 

 
  

 

4  学校生活 

(1) 学習活動 

 高等部本科は普通科（進学コースと基礎技能コー

ス）、産業技術科（工芸情報コースと生活産業コー

ス）の２学科４コースがあります。生徒の能力や希望

に合わせた進学指導及び各専門科目の実習等を行っ

ています。全商ビジネス文書実務検定や危険物取扱

者乙種第４類、フォークリフト（最大荷重 1 トン未

満）等の各種資格取得にも力を入れています。「こと

ばの花を咲かせよう」のスローガンのもと、各教科の

中で「日本語力」の向上を目的とした取組を行ってい

ます。また、自立活動の時間を週１～２時間設け、手

話や筆談、各種サービスの利用等、将来の自立に向け

た学習内容も積極的に取り入れています。 

(2) 特別活動 

 学校行事は、全校で行う運動会・文化祭と、学部で

行う修学旅行・校外学習などが計画されています。 

 生徒会活動は、生徒総会や校内委員会として保体

活動や文化活動を行っています。 

(3) 部活動 

 運動部は陸上競技とバドミントン競技がありま

す、県高校総体にも出場しています。 文化部は美術

部があり、大分県高等学校文化連盟総合文化祭で、優

秀な成績を収めてきました。 

(4) 卒業後の進路 

 就職先は、自動車製造業、電子部品製造業、印刷

業等の一般企業等、進学先は、専門学校、国立私立大

学等や他県の聾学校専攻科が挙げられます。 

 

 

 

        高等部  1年   2年  3年 

本  科  
 普通科 1 0 0 

 産業技術科 0 0 1 

専攻科  産業技術科 0 0 0 
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大分県立別府支援学校(本校) 

自愛 友愛 感謝 

所 在 地 〒874-0840  別府市大字鶴見4224番地 

電話番号 0977-24-0108  FAX番号 0977-24-0322 

Ｕ Ｒ Ｌ http://shien.oita-ed.jp/beppu 

交通機関 ＪＲ別府駅からバス、荘園町下車徒歩５分 

１．高等部（普通科）学年別学級数 

 １学年 ２学年 ３学年 

単一障がい １学級 
肢体０病弱１ 

２学級 
肢体１病弱１ 

１学級 
肢体０病弱１ 

重複障がい １学級 １学級 ２学級 
計 ２学級 ３学級 ３学級 

２．高等部生徒数 

３．学校の特色 

(1)本校のあゆみ 

昭和33年４月、別府市内小・中学校の特殊学級とし

て開級する。昭和 37 年 11 月、別府市立養護学校から

分離し、大分県立別府養護学校として独立。昭和41年

４月、現在地に肢体不自由単独養護学校として開校、

高等部を設置する。昭和46年４月、石垣原分校が分離

独立。昭和56年４月、鶴見分校が分離独立。平成22年

４月、石垣原養護学校及び鶴見養護学校を統合再編し、

大分県立別府支援学校（本校）と校名変更。同年、病弱

部門を新設し「肢病」併置校となる。 

(2)教育目標 

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育実践

を通し、自立と社会参加をめざし主体的に学びに向き

合い心豊かに生きていく児童生徒を育成する。 

(3)学習環境  
障がいの状態を考慮した施設・設備（冷暖房、洗浄便

座、温泉プール、人工芝グラウンド、エレベーター、自

動ドア、スロープ等）が充実しています。学校と併設し

た寄宿舎（現在高等部入舎生２名）や通学生のための

スクールバスがあります。自立と社会参加をめざして、

仲間とともに学ぶ環境にあります。 

 

４．学校生活  

(1)学習活動  
障がいの状態に応じてクラスをⅠ～Ⅳの課程で編成

しており、学習活動は、クラス単位の学習のほかに、ク

ラスや学年の枠をはずして習熟度別の学習集団を編成

することもあります。Ⅰ課程の学習内容は高等学校普

通科に準じます。進学あるいは就職希望者にはそれぞ

れに応じた学習指導を行っています。Ⅱ・Ⅲ課程では

教科の学習以外に「作業学習」「生活単元学習」「日常生

活の指導」などの各教科等を合わせた指導を行ってい

ます。Ⅳ課程では「自立活動」を主とした学習活動を行

っています。どの課程にも特別支援学校の特徴である

｢自立活動｣があり、健康の保持・心理的な安定・人間関

係の形成・環境の把握・身体の動き・コミュニケーショ

ンに関する学習をしています。また、進路指導、働く力

の育成のために「現場実習」「職場・施設見学」「情報教

育」等にも力を入れています。 

(2)特別活動 
本校には、小学部・中学部・高等部の３学部がありま

す。その特長を生かし、３学部の児童生徒が協力し合

いながら各種の行事を行っています。基本的な感染症

対策を引き続き講じた上で、運動会（ドリームスポー

ツ杯）、文化祭（別支ドリームフェスティバル）等を企

画する予定です。 

また、高等部の行事として修学旅行、校外学習、球技

大会等があります。中でも、修学旅行は、自宅や学校を

離れて旅行する機会の少ない生徒にとって最も楽しみ

にしている行事です。 

(3)卒業後の進路 

令和６年３月卒業生の進路別人数（卒業生１６名) 

○進学（大学、専門学校等）      ３名 

○一般就労（企業等、就労継続支援Ａ型）１名 

○就労移行･就労継続支援Ｂ型     １１名 

○生活介護                       １名 

 

 男子 女子 計 

１年 ４（肢体２病弱２） １（肢体１病弱０） ５ 

２年 ３（肢体０病弱３） ４（肢体２病弱２） ７ 

３年 ６（肢体２病弱４） ２（肢体１病弱１） ８ 

計 １３ ７ ２０ 

校 訓 
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      大分県立別府支援学校鶴見校 

          自愛 友愛 感謝 
        
所 在 地 〒874-0838  別府市鶴見 4075-12 
電話番号 0977-21-1349 
FAX 番号 0977-21-1359 
U  R  L http://shien.oita-ed.jp/beppushien-turumi/ 
交通機関 別府駅から亀の井バス利用 
     17 山の手経由鉄輪線、16 外廻り循環線 

  別府発達医療センター前下車徒歩 5 分 
     ３扇山線  西別府病院下車徒歩 7 分 
      
１．設置学科 学年別学級数 

       １学年 ２学年 ３学年   
   普通科 １学級 １学級 １学級   
 

２．高等部生徒数（学年別） 
 男子 女子 合計 

１年 １ １ ２ 
２年 ３ ０ ３ 
３年 ０ ２ ２ 
合計 ４ ３ ７ 

 
３．学校の特色 
（１） 本校の歩み 
昭和 33 年 4 月 別府市立青山中学校並びに別府市立

南立石小学校の特殊学級として「別

府整肢園」に併設学級が開級される 
昭和36年5月  別府市立養護学校の整肢園学級となる 
昭和37年11月 別府市立養護学校から分離して大分 

県立別府養護学校の整肢園校舎と 
して県立移管される 

昭和 56 年 4 月  分校から独立して大分県立鶴見養 
護学校となる 

平成 22 年 4 月  大分県立別府養護学校、大分県立石

垣原養護学校と統合し大分県立別

府支援学校鶴見校となる 
平成 22 年 4 月  高等部が新設される 
 
（２） 学校教育目標 
幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教

育実践をとおし、障がいによる学習上又は生活上の困

難を改善・克服するとともに、豊かな人間性を育み自

立と社会参加できる幼児児童生徒を育成する。 

 
 
（３） 生活環境 
  本校は肢体不自由のある生徒たちが学んでいる学

校です。生徒たちは隣接する社会福祉法人別府発達

医療センターに入院し、治療やリハビリテーション

を受けながら元気に学校生活を送っています。 
 
４．学校生活 
（１） 学習活動 
  障がいの状況や能力・特性に対応するため、Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの教育課程があります。Ⅰ課程は、高等

学校の学習指導要領に準じた学習をしています。

Ⅱ・Ⅲ課程には、各教科の学習以外に、卒業後の自

立した生活をめざして「作業学習」や「生活単元学

習」などを位置付けています。Ⅳ課程は、健康の維

持・増進や身体機能の保持・向上をめざした「自立

活動」が学習の中心です。各課程では、「個別の教育

支援計画」・「個別の指導計画」を活用して一人一人

に応じた指導を行っています。 
 
（２） 特別活動 

本校には、幼稚部、小学部、中学部、高等部の４

学部があります。毎月の全校集会ではゲームなどを

とおして互いに交流をはかり、仲良く学校生活を送

っています。運動会、学習発表会などの行事は全校

で協力して行います。また、生徒たちが入院してい

る別府発達医療センターとも連携した行事も行っ

ています。 
 
（３） 卒業後の進路 

年 度 進学 就職 施設 家庭 計 
令和 3 年度 ０ ０ ３ ０ ３ 
令和 4 年度 ０ ０ ３ ０ ３ 
令和 5 年度 ０ ０ ２ ０ ２ 

 

校訓 
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治療しながら学べる学校 
 

      大分県立別府支援学校石垣原校 

自愛 友愛 感謝 

 
所 在 地 〒874-0838 別府市鶴見 4050-293 

電話番号 (0977) 24-6060 

FAX 番号 (0977) 24-6064 

U R L http://shien.oita-ed.jp/beppushien-isigakibaru/ 

メ ー ル a33123@oen.ed.jp 

交通機関 JR 別府駅 西口から 

亀の井バス③ 扇山団地行き 約２５分 

西別府病院正門前バス停 徒歩１分 

 

 
１．設置学科  普通科 

 １学年 ２学年 ３学年 
単一障がい学級    
重複障がい学級 １学級 １学級 １学級 
訪問学級    

２．全校生徒数（高等部） 

３．学校の特色 

(1)教育目標 

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育

実践をとおし障がいによる学習上又は生活上の困

難を改善・克服するとともに、豊かな人間性を育

み自立と社会参加をめざす児童生徒を育成する。 

(2)学校の歴史 

昭和 46 年 4 月別府養護学校より分離独立し、

昭和 47年 10 月筋ジス病棟に高等部が設置され、

昭和 63 年 4 月一般慢性疾患者の高等部入学が許

可される。平成 4年 4 月高等部に慢性、筋ジスト

ロフィー、重症心身障がいの病類別学級が許可さ

れる。平成 9年 4月重症心身障がい児の高等部過

年度生受け入れ、平成 22年 4 月、近隣 3校が統合

し、別府支援学校石垣原校となり、従来の慢性疾

患、筋ジストロフィー及び重症心身障がいの病類

による学級編成を廃止し、単一障がい学級と重複

障がい学級に再編される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)本校の特色 

本校は国立病院機構西別府病院に隣接した病弱

特別支援学校で、病気療養のため入院・治療しな

がら学ぶ学校です。 

(4)高等部教育課程の特色や授業形態 

生徒一人一人の病状や障がいの状態に応じて、

高等学校に準じたⅠ課程から、自立活動を中心と

したⅣ課程までの４つのタイプの教育課程を編成

しています。自立活動とは、生徒が自立を目指し、

自らの障がいによる学習上又は生活上の困難を主

体的に改善・克服するために必要な知識、技能、

態度及び習慣を養い、心身の調和的発達の基盤を

培うことを目標とした時間で、生徒一人一人の発

達の段階や障がいの状態に応じて「個別の指導計

画」を立て、個に応じた指導をしています。 

４．学校生活 

(1)学習活動 

医療機関をはじめ関係諸機関との連携を密に

し、生徒の実態に応じた学習を行っています。単

一障がい学級では、病気に対する理解や健康管理、

精神の安定を第一に考え学力の向上に努めます。

また、重複障がい学級では、健康で安定した心と

体づくりを目指し、興味や関心を広げ人や物へ働

きかける力を育て、豊かな表現力を養うことに努

めます。 

(2)特別活動 

学校行事は新入生歓迎会、運動会、平和を願う

日の集会、学習発表会、作品展、社会見学、修学

旅行等 

(3)卒業後の進路 

４年制大学、短期大学、就職、福祉的就労、 
自宅療養、病院継続療養等 

 男子 女子 合計 
１年 ２ １ ３ 
２年 ０ １ １ 
３年 ２ ０   ２ 
合計   ４ ２ ６ 

校 訓    
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       大分県立さくらの杜高等支援学校 

《校 訓》 

 貢 献 ・ 努 力 ・ 挑 戦   

 

所 在 地 〒８７０−０８２３ 

大分市東大道二丁目５番２３号 

電話番号  ０９７-５４３−１７００ 

Ｆ Ａ Ｘ  ０９７−５４３−３７００ 

Ｕ Ｒ Ｌ   http://shien.oita-ed.jp/sakuranomori/  

交通機関  ＪＲ大分駅下車 上野の森口から 

大分市美術館方面 徒歩１０分 

 

１ 学校の歴史 

令和３年７月１日に学校として設置され、令和４年４月７日に

開校記念式典及び令和４年度入学式を実施し開校。 

 

２ 設置学科 学年別学級数 

 

 

 

 

 

３ 全校生徒数   

 

４ 学校の特色 

（１）一般就労１００％を目指す 

（２）地域や企業等との連携による教育の推進 

（３）実務につながる資格取得 

（４）県内特別支援学校の就労に関するセンター的機能 

 

５ 学校教育目標 

（１）働 く 力・・・職業生活、社会生活に必要な力を身につけ   

社会に貢献する人間を育てます 

（２）自己実現・・・自ら考え、自ら行動し、社会とのかかわり中

で自己実現に向け努力する力を育てます 

（３）自 立・・・自他を尊重し、自立に向け挑戦する人間を 

育てます 

 

６ 育てる生徒像 

（１）自己選択・自己決定ができる生徒 

（２）社会自立・社会貢献ができる生徒 

（３）思いやりのある行動ができる生徒 

（４）何事にも情熱をもって取り組む生徒 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習内容 

（１）専門教科 

専門学科である「産業技術科」を設置しているので、専門

教科である「家政」「流通・サービス」「福祉」の学習を行

う。この専門教科の内容から「クリーンコース」「流通・販

売コース」「調理コース」の３つのコースを設定して学習に

取り組む。１年生の２学期までですべてのコースを体験

する「トライアル学習」を行い、本人の希望や各コース（短

期職場実習を含む）の評価、適性等から履修するコース

を決定する。コース決定後は卒業まで同じコースで学習

をする。 

（２）キャリアガイダンス 

①指導の形態 

   各教科等を合わせた指導となる。「職業」「自立活動」「特

別の教科 道徳」の内容を扱う。 

②主な学習内容   

１）職業生活に必要とされる知識や技能、態度を養うため

の内容 

２）道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てるため

の内容 

３）障がいによる学習上又は生活上の困難を主体的に改

善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣

を養うための内容 

（３）産業現場等における実習 

   本校では、「職場実習」と呼び、実施時間や期間ごとに 

    「短期職場実習」「中期職場実習」「長期職場実習」「追 

    加・定着職場実習」としている。 

   １年生で２２日間、２年生が一番多く４４日間、３年生が 

    ３５日間で３年間６００時間程度の職場実習を行う。 

（４）学校行事 

   ４月に遠足、７月オープンスクール（中３対象）、１０月に 

   さくら祭（文化祭）を行う。 

   修学旅行は、３年生の７月頃に実施する。 

設置学科 学 年 学級数 

産業技術科 

１ ４ 

２ ４ 

３ ４ 

学 年 １年 ２年 ３年 

生徒数 ３２ ２９ ３２ 

合 計 ９３ 

《中学生の皆さんへ》 
本校は県内唯一の高等部のみの特別支援学校です。入学者選考を１２月頃に行う 

ことも特徴です。本校では、月に１回（８月を除く）の学校見学会を実施します。 

詳しくは、右のＱＲコードから学校のホームページをご覧ください。 

本校への進学を検討されている中学校３年生は、随時学校見学を受入れますので 

学校経由でお申し込みください。 
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大分県立中津支援学校 
【校訓】 

 
 
 
 
郵便番号  〒８７１－０００８ 
所 在 地  中津市大字大塚１番地 
電話番号  ０９７９－２２－０５５０ 
F A X  ０９７９－２２－０３４４ 
U R L  http://shien.oita-ed.jp/nakatsu/ 
交通機関  JR 日豊線 中津駅下車１ｋｍ 
 
１  設置学科・各学年別学級 

学     科 
学 級 数 

１年 ２年 ３年 計 

普 

通 

科 

生活教養科 ２ １ ０ ３ 

職業生活科 ２ ２ ２ ６ 

訪問学級 １ - - １ 

合  計 ５ ３ ２ １０ 

 

２  全校生徒数（高等部） 

学     科 
生 徒 数 

１年 ２年 ３年 計 

普 

通 

科 

生活教養科 ６ １ ０ 7 

職業生活科 １２ ９ １５ ３６ 

訪問学級 １ - - １ 

合  計 １９ １０ １５ ４４ 

 
３  学校の特色 

一人一人を大切にし、社会的自立をめざすとともに、 
保護者や地域に愛され、中津市における特別支援教育
のセンター的役割を果たす学校作りを進めています。 

（１）学校の歴史 
 平成 21 年１月 １日 宇佐養護学校中津校準備室設置 
           （中津商業高等学校内） 
 平成 21 年４月 １日 宇佐養護学校中津校開校 
            小学部を設置 
           （中津商業高等学校内） 
 平成 22 年４月 １日 宇佐支援学校中津校に校名変更 
 平成 22 年４月 １日 中学部を設置 
 平成 23 年４月 １日 高等部を設置 
 平成 25 年４月 １日 中津支援学校として開校 

令和４年 11 月 23 日  創立 10 周年記念式典 
（２）教育目標 
  児童生徒一人一人の能力や特性に応じた教育を行い、

その可能性を伸ばし、自立と社会参加を目指す人間を
育成する。 

４  学校生活 

（１） 学習活動 
   高等部では、社会生活に向けた習慣を確立し、心

身の調和的発達を図り、卒業後の社会生活、職業生
活に必要な知識、技能、態度を習得することをめざ
しています。職業生活科では、２年生から、働くた
めの力をより身につけるために、コース制（チャレ
ンジコース・ステップコース）を導入しています。
年に２～３回の現場実習に加え、チャレンジコース
では学期ごとに 5 回程度、木曜日に企業等で１日職
業体験（チャレンジ DAY）をします。 

授業は、クラス・学年・コース別等で行い、職業、
作業学習、総合的な探究の時間等では学年を超えた
グループ編成をしています。 

   また、日頃の学習の成果を活かすために、公共交
通機関を使って中津市内や近隣の市、北九州市等へ
学年別で校外学習に出ます。 

（２） 特別活動（令和６年度版：主に高等部関係） 
４月…始業式、入学式、対面式 
５月…歓迎遠足、宿泊学習、交通安全教室 

  ６月…現場実習・校内実習 
  ７月…校外学習、終業式 
  ８月…始業式 
  ９月～10 月…現場実習、修学旅行（高２） 
  11 月…なのみ祭 
  12 月…終業式 
  １月…始業式、 
     現場実習（高２） 
  2 月…3 年生を送る会 
     現場実習 
  ３月…卒業式、終業式 
     ・１１月のなのみ祭は、各学部で日頃の学習 
      している内容を発表します。 
     ・東九州龍谷高校との学校間交流を行ってい 

ます。 
     ・児童生徒会活動（月１回）があり、全校集 

会やなのみ祭などの運営をします。 
・放課後、エンジョイサークル（月２回）を

運動部・文化部の希望者に実施しています。 
（３） 卒業後の進路（６年 3 月卒業生） 

 企業 
就労 

支援A 
就労
移行 

就労 
支援B 

生活
介護 

その
他 

合計 

人
数 

４
(1) 

１ ０ ２ １ １ ９ 

※( )は企業と自立訓練の併用 
進路支援に職員全員で積極的に取り組んでいます。 

あかるく なかよく じぶんらしく 

明朗    愛    自立 
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     大分県立日出支援学校 
         

【校訓】 

元気よく             

         みんな なかよく 

                 がんばる 

所在地  〒879－1504 

    大分県速見郡日出町大神 1618－1 

ＴＥＬ  ０９７７（７２）２３０５ 

ＦＡＸ  ０９７７（７２）４５１３ 

ＵＲＬ   http://shien.oita-ed.jp/hiji/ 

交通機関 ＪＲ大神駅下車徒歩 15 分                【調理実習の様子】 

     バス停大神駅前下車徒歩 15 分     

                       ４ 学校生活 

１ 設置学科 学年別学級数       

 １学年 ２学年 ３学年 

職業生活科 ７ １４ ６ 

生活教養科 ３ ２ ２ 

※ 両学科とも普通科です。      

２ 高等部生徒数（各学年別） 

  男子 女子 合計 

１年 ５ ５ １０ 

２年 ８ ８ １６ 

３年 ６ ２ ８ 

合計 １９ １５ ３４ 

３ 学校の特色 

【学校の歴史】 

  本校高等部は、平成１８年に南石垣養護

学校高等部日出分教室として設置され、平

成２５年に日出支援学校高等部となりま

した。日出支援学校は昭和２９年に開校さ

れた歴史のある学校で、創立７０年目を迎

えました。 

 

【めざす児童生徒像】 

〇元気に活動し、自分でできることは自分

でする 

〇自分の考えや気持ちを伝え、友だちと仲

良くする 

 〇力いっぱい最後までがんばる 

 

【教育目標】 

   一人一人の尊厳を重んじ、発達段階や

特性等に応じて、持てる力を最大限に伸

ばし、主体的に学びに向かい、生きる力

を備えた児童生徒の育成に努めること

をめざして次のように設定しています。 

〇主体的に自ら生きる力を備えた、心豊か

で積極的に社会参加・自立をめざす児童

生徒の育成   

※ お問い合わせ、教育相談を随時受け付けています。お気軽に本校にご連絡ください。 

【学習活動】 

  国語、数学など７つの教科の時間を設定し、

生徒一人一人の力に応じて、基礎的な学力の向

上や実社会で生きる力の育成をめざした実践

的な学習を行います。また、一人一人の課題に

応じた学習を行う自立活動や、将来の社会参

加、自立に向け必要となる力を身につけるた

め、作業活動などを通して総合的に学習する

「生活単元学習」や「職業」等があります。 

そして、近隣の高等学校との交流も行ってい

ます。また、校外学習として公共交通機関を利

用したり、商業施設に出かけて買い物学習をし

たりしています。学校周辺地域の美化活動を中

心とした、ボランティア活動も行っています。 

 

【産業現場等における実習（現場実習）】 

  本校高等部では、将来の進路を考えて年１～

２回（１回あたり１～２週間、３年生は２週間

以上の場合もあります）の一般企業や施設等で

の就労や社会生活に向けた実習を行います。い

ろいろな経験を通して将来の進路先を決めて

いくための学習です。 

 

【学校行事】 

  小学部・中学部と一緒に全校で行う５月の運

動会、１１月の学習発表会があります。みんな

がとても楽しみにしている行事です。また、歓

迎遠足、宿泊学習や修学旅行、社会見学等も実

施しています。 

 

【スクールバスと給食】 

  生徒の通学のため、国東市、杵築市、日出町

方面にスクールバス２台を運行しています。 

また、給食を自校方式で実施しており、工夫

を凝らした献立は、とてもおいしいと評判で

す。 
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      大分県立南石垣支援学校 

             【校 訓】 たくましく・なかよく・こんきよく   

 

所 在 地 〒８７４−０９１０ 

別府市石垣西１丁目２番５号 

電話番号  ０９７７−２３−３４５４ 

Ｆ Ａ Ｘ  ０９７７−２３−０４１６ 

Ｕ Ｒ Ｌ   http://shien.oita-ed.jp/minamiishigaki/ 

交通機関 ＪＲ別府駅下車 バス利用石垣幸橋下車      

徒歩５分 

 

 １ 設置学科 学年別学級数 

学科 
学級数 

1 年 ２年 ３年 計 

普
通
科 

職業生活科 3 2 2 7 

生活教養科 0 2 1 3 

合 計 3 4 3 10 

                         

２ 全校生徒数（高等部）   

学科 
生徒数（名） 

1 年 ２年 ３年 計 

普
通
科 

職業生活科 19 12 12 43 

生活教養科 0 4 2 6 

合 計 19 16 14 49 

                  

３ 学校の特色 

○校訓 たくましく……明るく元気に力強く活動する 

なかよく……みんなに優しく、仲良くする 

こんきよく…何事にも、最後まで根気よくがんばる 

○高等部の歴史 

平成 ９年４月 南石垣養護学校高等部開設 

平成１２年３月 高等部第１回生卒業 

平成２２年４月 南石垣支援学校に校名変更 

平成２４年４月 職業生活科に職業コース設置 

 ○授業形態   
各教科等を 

合わせた指導 領域別の指導 教科別の指導 総合的な 
探究の時間 

日常生活の指導 

生活単元学習 

特別活動 

自立活動 

国語、数学、音楽 

美術、家庭、保健体育 

職業、外国語 

特別の教科道徳 

いきいきタイム 

 ○授業の特色 

  ・「職業」では学年ごとに農作業、手芸、紙工のグループに

分かれて、作業に関する学習に取り組んでいます。また、

メンテナンスや外部からの受注作業である箱折り等の規

格作業、リサイクル等の軽作業、２、３年職業コースの生

徒によるコース作業（メンテナンス、喫茶）といった作業種

目も設定しています。その他にも、年に２回、各２週間ず

つの現場実習を行っています(１年生は１週間の校内実習

と現場実習を２回［計１５日間］実施）。 

・いきいきタイムでは環境学習、地域の高等学校との交流

や ALT との交流、キャリア・スタディーとして進路に関す 

る調べ学習や興味・関心に応じて選択する余暇活動（体

験学習）に取り組んでいます。 

 
４ 学校生活 

（１）学習活動 

  高等部では、社会生活に必要な知識・技能・態度を身

につけ、社会的自立をめざした教育を行っています。そ

のため、クラス別、学年別の集団のほか、特別活動等に

おいては、必要に応じて学年を超えたグループ編成で授

業を行っています。 

【職業生活科と生活教養科】 

  本校高等部は普通科で、職業生活科と生活教養科を設

置しています。職業生活科には一般就労等をめざす職業

コースが設置され、週に１日は校内や校外での作業に取

り組んでいます。生活教養科では、個々の実態に応じて個

別学習や集団学習を組み合わせた授業を行っています。 

（２）学校行事 

  運動会、文化祭などの全校行事のほか、学部で行う歓迎

遠足、校外学習や宿泊学習（１年）、修学旅行（２年）な

ど学年単位で行うものもあります。 

（３）特別活動 

  児童生徒会活動として、委員会活動や全校集会を行  

っています。中学部・高等部の児童生徒会役員が中心とな

って運動会や文化祭の開閉会式を行ったり、通年の取り

組みとしてペットボトルキャップの収集を行ったりする

など福祉活動にも取り組んでいます。 

（４）その他の活動 

  平成２１年度に県内の特別支援学校初の陸上部が  

創部され、中体連・高体連の大会をはじめ、大分県特別支

援学校高等部スポーツ大会、市民マラソン大会など各種

大会に出場しています。 

（５）卒業後の進路 

  平成９年度に高等部が開設され、卒業生は一般企業、福

祉サービス事業所などで活躍しています。現在、進路指導

部を中心に、地域の関係者とのネットワーク作りや職場

開拓を精力的に進めています。 

〈過去３年間の進路状況〉 

 R3 R4 R5 

一般就労（A型を含む） 4 3 8 

就労移行支援 1 0 2 

就労継続支援B型 8 6 7 

その他（自立訓練・在宅等） 2 4 2 
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